
（案） 

契  約  書 

 

 広島県を甲とし、       を乙として、甲と乙は、次のとおり物品の売買契約を締結した。 

（目的） 

第１条 乙は、次の表に定める単価によって、甲の指示に基づき物品を納入することを約し、甲はこ

れを承諾した。 

１ 品  名 白灯油 

２ 規  格 ＪＩＳ １号 

３ 予定数量 ４７，０００リットル 

４ 単価金額 金    円／1 ㍑（消費税及び地方消費税相当額を含む） 

５ 契約期間 令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 

６ 納入場所 広島県立農業技術大学校 

（契約単価） 

第２条 契約単価は、契約期間中原則として変更しないものとする。ただし、市場価格の著しい変動

があった場合には、甲と乙が協議して契約単価を改定することができる。（特約事項、別紙のとお

り） 

（契約保証金） 

第３条 甲は、乙に対して契約保証金の納付を免除する。 

（納入の指示等） 

第４条 甲は、乙に対して物品の納入を指示するときは、別紙注油依頼票をもって行うものとする。 

２ 乙は、前項の注油依頼票を確認の上、記載された数量の物品を納入する。 

３ 前項の場合、乙は、注油依頼票に受領者の印を徴して手もとに保管し、注油票に記名又は注油済

印を押印して、甲に引き渡すものとする。 

（損害の責任） 

第５条 前条の場合で、乙が注油依頼票によらず納入したとき、又は甲の記名若しくは印のない注油

依頼票によって納入したときは、甲は乙に対して、その損害に対する責を負わない。また、注油依

頼票の記載事項を訂正した場合も同様とする。 

（納品、検査等） 

第６条 乙は、第 4条第 1項の指示により物品を納入したときは、注油票により、その旨を甲に届け

出るものとする。 

２ 甲は、前項の届出があったときは、納入物品が種類、規格又は数量に関してこの契約の内容に適

合しているかについて速やかに検査を行うものとする。この場合、納入物品が検査に合格しないと

きは、乙は、その負担で現品を取り替えるか、又は甲の指示に従うものとする。 

（試験検査） 

第７条 前条の場合、甲が必要と認めるときは、乙の立会いのもとに納入しようとする物品から必要

量を採取し、規格試験に付することができるものとし、これに要する一切の費用は乙の負担とする。 

（権利義務の譲渡などの禁止） 

第８条 乙は、第三者にこの契約の履行を委託し、又は契約による権利を譲渡し、若しくは義務を引



き受けさせてはならない。ただし、甲の承諾がある場合については、この限りでない。 

（催告解除） 

第９条 甲は、乙がその債務を履行しない場合において、相当の期間を定めてその履行の催告をし、

その期間内に履行がないときは、この契約を解除することができる。ただし、その期間を経過した

ときにおける債務の不履行がこの契約及び取引上の社会通念に照らして軽微であるときは、この限

りでない。 

２ 債務の不履行が甲の責めに帰すべき事由によるものであるときは、甲は、前項の規定による契約

の解除をすることができない。 

３ 第１項の規定により契約が解除された場合においては、乙は、第１条表中の「３ 予定数量」に

記載の数量に「４ 単価金額」に記載の金額を掛けた額の 10 分の１に相当する額を違約金として

甲の指定する期限までに支払わなければならない。ただし、解除の原因がこの契約及び取引上の社

会通念に照らして乙の責めに帰することができない事由によるものであるときはこの限りでない。 

４ 甲は、第１項の規定による契約の解除に伴い、損害を被ったときは、前項の違約金の額を超える

損害が甲に発生した場合、甲は、乙に対して、その超過額の支払を請求することができる。 

５ 甲は、本条各項の規定により本契約を解除した場合、それにより乙に損害が生じても何ら賠償責

任を負わない。 

（無催告解除） 

第 10 条 甲は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条の催告をすることなく、直ちにこの契

約の全部を解除することができる。 

(1) 債務の全部が履行不能であるとき。 

(2) 乙がその債務の全部の履行を拒絶する意思を明確に表示したとき。 

(3) 債務の一部の履行が不能である場合又は乙がその債務の一部の履行を拒絶する意思を明確に

表示した場合において、残存する部分のみでは契約をした目的を達することができないとき。 

(4) 契約の性質又は当事者の意思表示により、特定の日時又は一定の期間内に履行をしなければ

契約をした目的を達することができない場合において、乙が履行をしないでその時期を経過した

とき。 

(5) 前各号に掲げる場合のほか、乙がその債務を履行せず、甲が前条の催告をしても契約をした

目的を達するのに足りる履行がされる見込みがないことが明らかであるとき。 

２ 甲は、次の各号のいずれかに該当するときは、前条の催告をすることなく、直ちにこの契約の一

部を解除することができる。 

(1) 債務の一部が履行不能であるとき。 

(2) 乙がその債務の一部の履行を拒絶する意思を明確に表示したとき。 

３ 債務の不履行が甲の責めに帰すべき事由によるものであるときは、甲は、前２項の規定による契

約の解除をすることができない。 

４ 前条第３項から第５項の規定は、第１項及び第２項の規定により契約を解除した場合について準

用する。 

第 11 条 甲は、次の各号のいずれかに該当するときは、催告をすることなく、この契約を解除する

ことができる。 

(1) 乙が、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法律第 54 号。以下「独

占禁止法」という。）第 49条に規定する排除措置命令（以下この号及び次項において単に「排除

措置命令」という。）を受け、当該排除措置命令が確定したとき。 



(2) 乙が、独占禁止法第 62条第１項に規定する納付命令（以下この号及び次項において単に「納

付命令」という。）を受け、当該納付命令が確定したとき。 

(3) 乙（乙が法人の場合にあっては、その役員又は使用人を含む。）が、刑法（明治 40 年法律第

45号）第 96条の６若しくは第 198条又は独占禁止法第 89条第１項若しくは第 95条第１項第１

号の規定による刑に処せられたとき。 

２ 甲は、排除措置命令又は納付命令が乙でない者に対して行われた場合であって、これらの命令に

おいて、この契約に関し乙の独占禁止法第３条又は第８条第１項第１号の規定に違反する行為があ

ったとされ、これらの命令が確定したときは、契約を解除することができる。 

３ 第９条第３項から第５項の規定は、前２項の規定により契約を解除した場合について準用する。 

第 12 条 甲は、次の各号のいずれかに該当するときは、催告をすることなく、この契約を解除する

ことができる。 

(1) 乙の役員等（乙が個人である場合にはその者を、乙が法人である場合にはその法人の役員又

はその支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）を代表する者をいう。以下同

じ。）が、集団的に、又は常習的に暴力的不法行為を行うおそれのある組織（以下「暴力団」と

いう。）の関係者（以下「暴力団関係者」という。）であると認められるとき。 

(2) 乙の役員等が、暴力団、暴力団関係者、暴力団関係者が経営若しくは運営に実質的に関与し

ていると認められる法人若しくは組合等又は暴力団若しくは暴力団関係者と非難されるべき関

係を有していると認められる法人若しくは組合等を利用するなどしていると認められるとき。 

(3) 乙の役員等が、暴力団、暴力団関係者又は暴力団関係者が経営若しくは運営に実質的に関与

していると認められる法人若しくは組合等に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与するなど

積極的に暴力団の維持運営に協力し、又は関与していると認められるとき。 

(4) 前３号のほか、乙の役員等が、暴力団又は暴力団関係者と社会的に非難されるべき関係を有

していると認められるとき。 

(5) 乙の経営に暴力団関係者の実質的な関与があると認められるとき。 

(6) 再委託契約その他の契約に当たり、その相手方が前各号のいずれかに該当することを知りな

がら、当該者と契約を締結したと認められるとき。 

(7) 乙が、第１号から第５号までのいずれかに該当する者を再委託契約その他の契約の相手方と

していた場合（前号に該当する場合を除く。）に、甲が乙に対して当該契約の解除を求め、乙が

これに従わなかったとき。 

２ 第９条第３項から第５項の規定は、前項の規定により契約を解除した場合について準用する。 

（暴力団等からの不当介入の排除） 

第 13 条 乙は、契約の履行に当たり暴力団等から不当介入を受けた場合は、その旨を直ちに甲に報

告するとともに、所轄の警察署に届け出なければならない。 

２ 乙は、前項の場合において、甲及び所轄の警察署と協力して不当介入の排除対策を講じなければ

ならない。 

３ 乙は、暴力団等から不当介入による被害を受けた場合は、その旨を直ちに甲へ報告するとともに、

被害届を速やかに所轄の警察署に提出しなければならない。 

（損害金の予定） 

第 14 条 甲は、第 11 条第１項及び第２項の規定により契約を解除することができる場合において

は、契約を解除するか否かにかかわらず、第１条表中の「３ 予定数量」に記載の数量に「４ 単

価金額」に記載の金額を掛けた額の 10 分の２に相当する金額の損害金を甲が指定する期間内に支



払うよう乙に請求するものとする。 

２ 前項の規定は、甲に生じた実際の損害額が同項に定める金額を超える場合において、甲が当該超

える金額を併せて請求することを妨げるものではない。 

３ 前２項の規定は、第６条第２項の規定による検査に合格した後も適用されるものとする。 

（代金の請求） 

第 15 条 乙は、注油依頼票を月ごとに取りまとめ、請求書を添えて翌月 15 日までに甲に提出する

ものとする。 

（代金の支払） 

第 16 条 甲は、前条により乙から提出された適法な請求書を受理した日から 30 日以内に代金を支

払うものとする。 

２ 甲は、前項の支払期限までに乙に代金を支払わないときは、甲は、乙に支払期限到来の日の翌日

から支払をする日までの遅延日数１日に応じて、未払の代金につき年 2.5パーセント（算定対象の

期間において適用される政府契約の支払遅延防止等に関する法律（昭和 24年法律第 256号）第８

条第１項の規定によって財務大臣が決定した率（以下「支払遅延防止法の率」という。）がこの率

と異なる場合は、支払遅延防止法の率）の割合で算定した額の遅延利息を支払うものとする。 

（実地調査など） 

第 17 条 甲が、この契約に係る甲の予算執行の適正を期するため必要があると認めた場合は、甲は、

乙に対し、乙における当該契約の処理の状況に関する調査への協力を要請することができる。 

２ 乙は、前項の要請があった場合には、特別な理由がない限り要請に応じるものとし、この契約の

終了後も、終了日から５年間は、同様とする。 

（疑義の解決） 

第 18 条 この契約の履行について疑義が生じた場合又はこの契約に定めのない事項で必要がある場

合は、甲及び乙が協議して定めるものとする。 

（管轄） 

第 19 条 この契約に係る訴訟の提起又は調停の申立ていついては、広島地方裁判所を第一審の専属

的合意管轄裁判所とする。 

 

この契約の締結を証するため、契約書２通を作成し、甲と乙が記名・押印をして、各自その１通を

所持する。 

 

 

 令和８年４月１日 

          甲 広島県   

広島県立農業技術大学校長            印 

              

  

          乙                          印 

 



（別紙） 

                  特 約 条 項 

 

 契約書第２条ただし書の「市場価格の著しい変動があった場合には、甲と乙が協議して契約単価を

改定することができる。」とは、次のとおりとする。 

 

１ 経済産業省石油製品価格モニタリング事業の受託者が公表する石油製品の調査価格のうち、毎月

の２３日を基準日として、基準日以前に公表された基準日直近の調査日の週次の価格（以下「公表

価格」という。）について、契約締結の月の前月の公表価格（以下「基準公表価格」という。）を基

準として１リットルあたり１円以上の変動があったときは、当該変動のあった月の翌月からの契約

単価について、当該変動価格を当初契約単価に加えた額に改定する。 

 

２ 契約単価を改定した後に、公表価格と基準公表価格との差を当初契約単価に加えた額が、改定後

の契約単価に比べて１リットルあたり１円以上の差が生じたときは、当該月の翌月からの契約単価

について、公表価格と基準公表価格との差を当初契約単価に加えた額に改定する。 

 

３ 公表価格及び基準公表価格は、広島県における灯油・配達・１８リットルあたりの価格とし、 

１リットルあたりに換算（小数点第五位切り捨て）する。 

 

４ 揮発油税、地方道路税、軽油引取税、消費税（地方消費税を含む。）等について変動があった場

合は、当該変動が開始される日から当該変動額を加減し、契約単価を改定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

注油依頼表に押印する印影は次のとおりです。 

 

職 名 氏 名 印 影 

 

総務課長 

 

 

 

 

                        

 


